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一
昨
年
開
催
し
た
展
示
会
「
戦
後
横
浜
の

復
興
を
支
え
た
文
化
人
た
ち
―
牧
野
勲
を
め

ぐ
る
人
々
―
」
と
記
念
講
演
会
の
内
容
を
、

記
録
と
し
て
留
め
る
と
共
に
、
関
連
し
て

行
っ
た
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
る
た
め
、
報

告
書
『
横
浜
の
文
化
人
と
戦
後
復
興
』
を
刊

行
す
る
。

戦
後
横
浜
の
文
化
人
た
ち

同
報
告
書
で
は
、
戦
後
復
興
期
か
ら
高
度

経
済
成
長
期
に
か
け
て
多
彩
に
繰
り
広
げ
ら

れ
た
文
化
行
事
の
様
子
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
文
化
行
事
の
中
心
と
な
っ

た
牧
野
勲
や
北
林
透
馬
な
ど
、
こ
の
時
期
に

活
躍
し
た
文
化
人
た
ち
は
、
世
代
的
に
い
え

ば
明
治
後
半
に
生
ま
れ
、
昭
和
初
期
に
い
わ

ば
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。

震
災
復
興
を
経
て
花
ひ
ら
い
た
モ
ダ
ニ
ズ

ム
文
化
の
洗
礼
を
受
け
た
彼
ら
は
、
戦
後
の

荒
廃
し
た
横
浜
の
地
で
文
化
の
再
興
、
そ
し

て
横
浜
の
復
興
を
目
指
し
、
様
々
な
文
化
行

事
を
開
催
し
、
文
化
団
体
を
立
ち
上
げ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
時
、
彼
ら
が
頭
に
思
い
浮
か
べ
た
横

浜
の
文
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
年
）
年

一
〇
月
、
翌
年
迎
え
る
開
港
百
年
の
前
夜
祭

と
ば
か
り
に
、
東
京
の
文
化
人
を
招
い
て

「
ど
ッ
こ
い
こ
ゝ
ら
で
伊
勢
ぶ
ら
会
」
と
い

う
催
し
が
開
か
れ
た
。
戦
後
一
二
年
を
経
過

し
て
、
市
中
心
部
の
接
収
解
除
も
徐
々
に
進

み
始
め
た
頃
で
あ
る
。

そ
の
案
内
は
、「
ヨ
コ
ハ
マ
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
は
そ
ゞ
ろ
の
足
ど
り
な
が
ら
昔
に
か
え
り

つ
ゝ
あ
り
ま
す
。」
と
、「
哀
愁
の
ミ
ナ
ト
町
、

ヨ
コ
ハ
マ
」
へ
と
い
ざ
な
っ
て
い
た
（
横
浜

市
史
資
料
室
所
蔵
「
牧
野
勲
関
係
資
料
」）。

さ
ら
に
、
発
起
人
依
頼
状
で
は
、
こ
の
間

の
横
浜
を
次
の
様
に
描
写
し
て
い
る
（
同

前
）。

「
こ
の
半
歳
ほ
ど
の
間
に
、ヨ
コ
ハ
マ
は
め
っ

き
り
変
貌
し
ま
し
た
。
戦
後
の
ざ
わ
め
き
か

ら
開
放
さ
れ
て
む
か
し
風
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

が
甦
生
っ
て
来
た
の
で
す
。
自
動
車
の
警
笛

の
少
な
い
ヨ
コ
ハ
マ
は
絶
好
の
散
歩
場
所
で

す
。
こ
れ
が
東
京
か
ら
二
十
分
か
三
十
分
の

土
地
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。」

こ
れ
ら
の
文
章
に
、
彼
ら
が
抱
い
て
い
た

ヨ
コ
ハ
マ
の
姿
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
、
す
な
わ
ち
異
国
情
緒
に
あ
ふ
れ

た
港
町
ヨ
コ
ハ
マ
が
甦
る
の
を
、
彼
ら
は
待

ち
望
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
東

京
と
も
異
な
る
独
特
の
も
の
で
あ
る
は
ず

だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
三
年
後
に
や
は
り

東
京
の
作
家
ら
を
招
い
て
行
っ
た
ヨ
コ
ハ
マ

散
歩
で
は
、
徐
々
に
進
む
復
興
の
姿
に
む
し

ろ
、「
ハ
マ
だ
け
の
持
ち
味
が
消
え
た
」「
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
が
な
く
な
っ
た
。」
と
い
う
感

想
が
も
れ
た
（『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
六
〇

年
七
月
六
日
）。

横
浜
の
復
興
は
、
ヨ
コ
ハ
マ
文
化
の
復
活

と
い
う
意
味
で
は
、
必
ず
し
も
彼
ら
の
思
う

よ
う
に
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

彼
ら
は
あ
く
ま
で
横
浜
に
こ
だ
わ
り
、
横
浜
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ら
し
さ
を
追
い
求
め
、
新
た
な
ヨ
コ
ハ
マ
文

化
の
創
造
を
信
じ
た
。
そ
の
た
め
か
、
彼
ら

の
文
化
行
事
は
、
明
る
さ
と
楽
天
性
を
失
わ

な
か
っ
た
。

そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
彼
ら
が

育
ま
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
が
求
め
る
ヨ
コ
ハ
マ

文
化
の
根
源
を
確
認
す
る
意
味
で
、
報
告
書

の
前
史
と
も
い
え
る
、
昭
和
戦
前
期
に
お
け

る
文
化
人
た
ち
の
動
き
を
以
下
追
っ
て
み
た

い
。牧

野
勲
は
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
生

ま
れ
、
北
林
透
馬
は
明
治
三
七
年
、
そ
の
他

文
化
行
事
の
常
連
た
ち
の
生
年
を
見
て
み
る

と
、
安
藤
不
二
夫
が
明
治
三
七
年
、
岩
佐
東

一
郎
が
明
治
三
八
年
、
扇
谷
義
男
が
明
治
四

五
年
、
近
藤
東
が
明
治
三
七
年
、
志
村
立
美

が
明
治
四
〇
年
、
高
見
保
太
郎
が
明
治
四
一

年
、
松
島
一
郎
が
明
治
三
五
年
な
ど
と
、
明

治
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
集
中
し
て
い

る
。
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
生
ま
れ
の

飯
田
九
一
や
、
明
治
二
八
年
の
早
川
右
近
、

そ
れ
に
明
治
二
一
年
生
ま
れ
の
半
井
清
ら

は
長
老
格
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
ま
た
、
大

正
六
年
（
一
九
一
七
）
生
ま
れ
の
篠
原
あ
や
、

大
正
二
年
の
中
山
富
久
ら
は
、
若
手
と
い
え

よ
う
。

ハ
マ
の
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ

牧
野
は
一
八
歳
で
、
北
林
は
二
一
歳
で
、

昭
和
の
時
代
を
迎
え
る
。
北
林
は
そ
の
頃
か

ら
清
水
孝
祐
の
名
で
詩
や
評
論
を
発
表
し
、

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
〇
月
か
ら
翌
年

二
月
に
か
け
て
『
横
浜
貿
易
新
報
』
に
「
波

斯
猫
」
と
い
う
小
説
を
連
載
し
て
い
る
。
そ

し
て
一
九
三
〇
年
に
、
中
央
公
論
社
が
募
集

し
た
「
文
壇
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
」
で
「
街
の

国
際
娘
」
が
入
選
を
果
た
し
て
、
本
格
的
に

文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
ペ

ン
ネ
ー
ム
を
北
林
透
馬
と
改
め
、『
婦
人
画

報
』『
婦
人
公
論
』『
令
女
界
』
と
い
っ
た
雑
誌

に
執
筆
、
連
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
・
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
と
い
う

言
葉
を
は
や
ら
せ
た
の
は
、
評
論
家
新
居
格

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
新
居
が
モ
ダ
ン
ボ
ー

イ
の
典
型
と
し
て
、
清
水
孝
祐
す
な
わ
ち

北
林
を
あ
げ
て
い
る
（『
モ
ダ
ン
日
本
』
一

九
三
〇
年
一
一
月
号
）。
こ
の
頃
か
ら
戦
中

期
に
か
け
て
の
北
林
に
つ
い
て
は
、
報
告
書

掲
載
の
丸
岡
澄
夫
「
北
林
透
馬
の
戦
前
・
戦

後
」
を
参
照
願
い
た
い
。

一
方
、
牧
野
勲
は
、
近
代
映
画
の
最
新
技

術
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ
る
ヘ
ン

リ
ー
小
谷
の
助
手
を
経
て
、『
横
浜
毎
朝
新

報
』
の
記
者
と
な
っ
た
。
一
九
二
九
年
・
三

〇
年
頃
に
は
、『
横
浜
毎
朝
新
報
』・『
横
浜

毎
日
新
報
』
に
映
画
関
係
の
記
事
を
盛
ん
に

書
い
て
い
た
。同
じ
頃
、牧
野
は
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。

い
と
こ
に
当
た
る
牧
野
晴
（
バ
イ
オ
リ
ン
奏

者
）が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、勲
が
サ
ブ
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
の

最
先
端
と
も
い
え
る
映
画
や
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

に
関
わ
っ
て
い
た
牧
野
勲
も
ま
た
、「
横
浜

の
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
と
し
て
知
ら
れ
て
」
い
た

と
い
う
。
牧
野
を
そ
う
評
し
た
『
横
浜
毎
日

新
報
』
の
記
事
は
、
彼
が
「
フ
リ
ー
・
ラ
ン

サ
ー
・
レ
ポ
ー
即
ち
無
所
属
探
訪
記
者
」
と

な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
（
一
九
三
一

年
二
月
六
日
）。
新
聞
・
雑
誌
に
フ
リ
ー
で

「
特
種
」
を
提
供
す
る
「
新
聞
界
に
は
珍

し
い
」「
珍
職
業
」
と
い
う
触
れ
込
み
だ
っ
た
。

こ
こ
に
も
、
時
代
の
先
端
を
行
く
モ
ダ
ン

ボ
ー
イ
ぶ
り
が
現
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
以
降
牧
野
は
、
同
年
六
月
発
行
の

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
広
報

誌
『
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
』（「
牧
野
勲
関
係
資

料
」）
や
、
一
九
三
三
年
五
月
に
創
刊
さ
れ

た
横
浜
地
域
の
映
画
雑
誌
『
ヨ
コ
ハ
マ
松

竹
』（
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
）
の
編
輯
兼
印

刷
発
行
人
と
し
て
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い

る
。『

ヨ
コ
ハ
マ
松
竹
』
で
は
、「
ヨ
コ
ハ
マ
と

松
竹
ス
タ
ー
」
と
い
う
俳
優
の
紹
介
記
事
を

書
い
て
い
る
。
横
浜
で
ド
イ
ツ
人
の
父
と

日
本
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
江
川
宇
礼

雄
、
母
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
血
を
引
く
竹
内
良

一
（
岡
田
嘉
子
の
元
夫
）、
横
浜
に
あ
っ
た

大
正
活
映
の
竹
村
信
夫
な
ど
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
牧
野
は
彼
ら
と
横
浜
で
接
点
が
あ
り
、

映
画
界
の
事
情
に
も
深
く
通
じ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
牧
野
が
ダ
ン
ス
業
界
や
映
画
業
界

に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
、
フ
リ
ー
の
記
者
と

し
て
活
躍
す
る
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
ヨ
コ
ハ
マ
松
竹
』
の
表
紙
・
裏
表
紙
は
、

北
林
透
馬
原
作
の
松
竹
映
画
「
港
の
日
本

娘
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
宣
伝
で
構
成
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
北
林
の
長
編
小
説
「
国
際
娘
マ

リ
」
連
載
第
一
回
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

さ
に
、
北
林
透
馬
特
集
と
も
い
え
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
は
、
牧
野
と
北
林
の
強
い
結
び
つ

き
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、『
ヨ

コ
ハ
マ
松
竹
』
の
表
紙
・
裏
表
紙
の
画
像
や
、

「
港
の
日
本
娘
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
丸

岡
澄
夫
「
ハ
マ
の
作
家
・
北
林
透
馬
」（『
映

画
論
叢
』
28
、二
〇
一
一
年
一
一
月
一
五
日
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
九
三
三
年
の
夏
頃
、
北
林
と
牧
野
ら
は

海
港
文
学
の
会
を
結
成
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

牧
野
は
そ
の
直
後
の
秋
に
、
横
浜
を
離
れ
て

満
州
に
渡
っ
た
。「
不
景
気
が
深
刻
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
、
食
い
つ
め
て
し
ま
っ
た
。」（
牧

野
イ
サ
オ
「
困
っ
た
顔
」『
横
浜
詩
人
会
通

信
』
№
49
、
一
九
六
八
年
五
月
一
日
）
と
自

ら
記
し
て
い
る
が
、
奉
天
毎
日
新
聞
に
招
か

れ
た
と
も
い
う
。
と
も
か
く
牧
野
の
不
在
に

よ
り
、
海
港
文
学
の
会
は
頓
挫
し
た
。

ハ
マ
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル

牧
野
の
留
守
中
、
一
九
三
四
年
九
月
に
北

林
は
余
志
子
と
結
婚
し
た
。
翌
年
、『
令
女

界
』
に
「
青
銅
の
聖
母
」
を
連
載
し
、
そ
の

読
者
グ
ル
ー
プ
の
文
学
少
女
た
ち
が
北
林
の

周
囲
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
横
浜

を
代
表
す
る
詩
人
と
な
る
篠
原
あ
や
も
、
そ

の
取
り
巻
き
の
一
人
だ
っ
た
。

篠
原
が
後
に
『
横
浜
詩
人
会
通
信
』
や
『
横

浜
文
芸
懇
話
会
会
報
』
に
書
き
記
し
た
記
録

に
よ
れ
ば
（
主
な
も
の
は
報
告
書
に
収
録
）、

一
九
三
五
年
の
秋
、
全
国
的
な
令
女
界
の
グ

ル
ー
プ
と
し
て
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
（
令
女
純
情
聯

盟
）
が
発
足
し
、
第
一
回
の
催
し
と
し
て
森

永
鶴
見
工
場
の
見
学
を
行
っ
た
と
い
う
。
翌

年
一
月
、
篠
原
の
呼
び
か
け
に
よ
り
伊
勢
佐

木
町
松
屋
で
横
浜
支
部
が
結
成
さ
れ
る
。
二
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月
一
一
日
、
篠
原
と
横
浜
支
部
の
何
人
か
は
、

山
手
牛
坂
に
あ
っ
た
北
林
透
馬
邸
を
訪
問
し
、

こ
の
時
初
め
て
北
林
と
対
面
し
た
。

そ
の
後
は
た
び
た
び
北
林
邸
を
訪
問
す
る

よ
う
に
な
り
、
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
横
浜
支
部
の
集

ま
り
に
も
常
に
北
林
が
参
加
し
て
、
三
ツ
池

に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
っ
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
り
し
た
。
篠
原
あ
や

氏
の
手
許
に
残
さ
れ
た
当
時
の
写
真
を
見
る

と
、
ま
さ
に
モ
ダ
ン
な
文
学
少
女
た
ち
が
青

春
を
謳
歌
し
て
い
る
姿
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

そ
の
服
装
は
和
服
も
多
く
、
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル

の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
よ
う
な
洋
装
は
少
な
い
。

時
代
の
象
徴
と
し
て
ト
ピ
ッ
ク
的
に
示
さ
れ

る
姿
と
、
現
実
生
活
の
中
の
姿
と
の
違
い
と

い
え
よ
う
か
。

一
方
、
同
じ
ア
ル
バ
ム
に
は
、
軍
病
院
に

入
院
中
の
若
い
兵
士
達
の
姿
が
大
勢
写
っ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
、
一
九
三
七
年
の
日
中
戦

争
勃
発
後
に
傷
病
兵
の
慰
問
と
し
て
、
写
真

や
手
紙
を
交
換
し
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

そ
の
頃
、
牧
野
も
満
州
で
体
調
を
崩
し
て

帰
国
し
て
い
た
。
ま
た
、
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
横
浜

支
部
は
一
九
三
九
年
か
ら
翌
四
〇
年
に
か
け

て
、
北
林
を
顧
問
に
会
誌
『
紫
苑
』
を
発
行

し
た
と
い
う
。
牧
野
の
帰
国
と
こ
う
し
た
動

き
が
重
な
っ
て
、
再
び
海
港
文
学
の
会
を
結

成
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
。
一
九
四

〇
年
一
月
に
北
林
・
牧
野
が
中
心
と
な
っ
て

海
港
文
学
の
会
を
結
成
し
、
同
年
三
月
一
〇

日
、
横
浜
桟
橋
帝
国
ホ
テ
ル
食
堂
に
て
創
立

茶
話
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
創
立

茶
話
会
に
は
、
北
林
に
誘
わ
れ
て
Ｒ
・
Ｊ
・

Ｒ
横
浜
支
部
の
篠
原
ら
も
出
席
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
牧
野
は
布
哇
報
知
の
横
浜
通
信

部
を
南
仲
通
り
に
開
き
（『
横
浜
貿
易
新
報
』

三
月
六
日
）、
海
港
文
学
の
会
の
事
務
所
も

そ
こ
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

海
港
文
学
の
会
は
三
月
か
ら
七
月
ま
で
の

四
ヶ
月
間
、『
横
浜
貿
易
新
報
』
の
文
芸
欄

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
篠
原
ら
若
い
文

学
青
年
・
少
女
も
作
品
を
発
表
し
た
。
三
月

一
六
日
の
文
芸
欄
に
は
、
篠
原
の
本
名
田
中

佐
和
子
名
で
詩
三
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

篠
原
は
ま
た
、『
若
草
』
と
い
う
詩
の
雑

誌
の
読
者
で
も
あ
っ
た
。
同
年
四
月
二
一
日
、

馬
車
道
の
喜
久
家
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
で
東

京
若
草
詩
会
と
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
横
浜
支
部
の
合

同
茶
話
会
を
開
い
た
。
こ
の
時
の
出
席
者

に
は
、
北
林
夫
妻
に
加
え
、
牧
野
の
顔
も

見
え
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、Ｒ
・

Ｊ
・
Ｒ
京
浜
支
部
と
横
浜
若
草
詩
会
が
で

き
た
。
そ
の
事
務
所
も
や
は
り
、
牧
野
の

布
哇
報
知
通
信
部
に
置
い
て
も
ら
っ
た
と

い
う
。
し
か
し
、
篠
原
に
よ
れ
ば
こ
の
集

り
が
戦
前
最
後
と
な
っ
た
。

戦
争
と
文
化
人

牧
野
は
日
米
開
戦
を
前
に
、
布
哇
報
知

通
信
部
を
閉
め
、
再
び
満
州
に
渡
っ
て
奉

天
毎
日
の
記
者
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
満

州
か
ら
北
京
に
移
り
、
い
く
つ
か
の
新
聞

の
記
者
を
経
て
、
戦
後
引
き
揚
げ
る
こ
と

に
な
る
。
北
林
は
、
一
九
四
一
年
一
一
月

に
報
道
班
員
と
し
て
徴
用
さ
れ
て
ビ
ル
マ

に
派
遣
さ
れ
、
そ
こ
で
開
戦
を
迎
え
て
い

る
。
帰
国
後
は
横
浜
に
と
ど
ま
り
、
軍
需
工

場
に
訓
育
係
と
し
て
勤
め
た
。
自
宅
は
、
一

九
四
五
年
五
月
二
九
日
の
横
浜
大
空
襲
で
全

焼
す
る
。

こ
う
し
て
牧
野
・
北
林
の
戦
前
の
動
き
を

見
る
と
、
昭
和
戦
前
期
に
花
ひ
ら
い
た
と
さ

れ
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
が
す
で
に
戦
争
と
無

縁
で
な
か
っ
た
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

る
。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
も
満
州
事
変
後
統
制
が

厳
し
く
な
り
、
日
中
戦
争
勃
発
後
一
、
二
年

で
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。
こ
う

し
た
統
制
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
、
牧
野
は
満

州
に
渡
り
、
旧
知
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
関
係
者

ら
と
再
会
し
て
、
一
時
的
な
解
放
感
を
感
じ

た
よ
う
だ
が
、
彼
も
ま
た
叔
父
が
創
刊
し
た

新
聞
で
あ
る
布
哇
報
知
を
や
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

北
林
は
ビ
ル
マ
戦
線
に
派
遣
さ
れ
、
マ
ラ

リ
ア
に
か
か
る
な
ど
、
さ
ら
に
直
接
的
な
戦

争
体
験
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
文
学
少
女
篠

原
も
ま
た
、参
加
し
て
い
た
文
芸
誌
『
浪
漫
』

の
関
係
者
に
左
翼
活
動
家
が
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
特
高
警
察
に
検
挙
さ
れ
た
経
験
を
持

つ
。こ

う
し
た
戦
争
体
験
か
ら
す
れ
ば
、
荒
廃

し
た
と
は
い
え
、
戦
後
に
も
た
ら
さ
れ
た
自

由
の
下
で
、
抑
圧
さ
れ
て
い
た
様
々
な
文
化

の
可
能
性
に
再
び
光
り
が
当
て
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
戦
後
の
文
化
の
復
興
に
、
彼
ら
が
大

き
な
期
待
を
か
け
た
由
縁
で
あ
ろ
う
。
戦
後

多
く
の
文
化
人
が
牧
野
・
北
林
ら
の
文
化
行

事
に
参
加
し
た
の
も
、
彼
ら
の
喪
失
感
を
埋

め
、
新
た
な
文
化
の
創
造
に
大
き
な
希
望
を

抱
か
せ
た
か
ら
だ
ろ
う
。　
　
（
羽
田
博
昭
）
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